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● 本 　 　 社　〒540-0012
大阪市中央区谷町2-6-4 谷町ビル

支　社
●
営業所
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出張所
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●
工　場
●

東 京 支 社

仙台営業所
名古屋営業所
京都営業所
南大阪営業所
神戸営業所
広島営業所
福岡営業所

札幌出張所
高松出張所

大 阪 工 場

東京都江東区東陽6-3-2 イースト21タワー4階

宮城県仙台市泉区泉中央3-18-4 オフィス21泉4階
愛知県名古屋市西区城西3-12-12
京都府京都市南区上鳥羽岩ノ本町82-1
大阪府泉北郡忠岡町忠岡東3-14-20
兵庫県神戸市東灘区住吉南町3-3-5
広島県広島市中区白島中町2-2
福岡県福岡市博多区博多駅東3-12-1 アバンダント95 7階

北海道札幌市東区北24条東15-4-20 日弘ビル4階C号室
香川県高松市多肥下町21-1 香西ハウス1階

大阪府泉北郡忠岡町忠岡東3-14-20

会社概要（平成27年9月30日現在）

株主メモ

事業所

社 名
設 立
資 本 金
従 業 員 数

川本産業株式会社
昭和6年1月
883,000,000円
414名（内、契約雇用者数48名）

役員（平成27年9月30日現在）

取 締 役 会 長
代表取締役社長
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

川 本 　 武
後 藤 朋 弘
水 上 博 司
福 井 　 誠
川 本 智 信
髙 尾 竜 一
横 田 茂 清
日 上 俊 彦
親 泊 伸 明

※
※
※
※
※

（注）監査役日上俊彦、親泊伸明両氏は社外監査役であります。
※印の取締役は執行役員を兼務しております。

事 業 年 度
定時株主総会
単 元 株 式 数
株主名簿管理人

上 場 取 引 所
証 券 コ ー ド

毎年4月1日～翌年3月31日
毎年6月下旬
100株
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
株式会社東京証券取引所 市場第二部
3604

執行役員（平成27年9月30日現在）

執 行 役 員
執 行 役 員

上 野 貴 史
小 澤 徹 也

会社概要

川本産業株式会社
〒540-0012　大阪市中央区谷町二丁目6番4号　谷町ビル　TEL.06-6943-8951

この報告書は、環境に配慮し、
植物油インクを使用しています。

第86期中間報告書
平成27年4月1日から平成27年9月30日まで
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拝啓　
　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のことと拝察申し上げます。
平素は格別のご支援ご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。
　　平成27年10月13日付け「滅菌製品回収に関するお知らせ」のとおり、当社大阪
工場の滅菌工程に不備があることが判明したため、滅菌製品の回収をお願いし
てまいりました。その後、平成27年10月16日付けで回収対象製品の範囲を変更し
ております。
　　併せて、平成27年10月14日付け「当社製品の出荷停止について」にてお知らせ
いたしましたとおり、判明した不備の是正及び当社大阪工場の生産工程の見直
しのため、関連する全製品の出荷を停止いたしておりました。
　　当初の回収対象品目数が多数にわたったこと、回収対象範囲を変更いたしま
したこと、関連する製品の出荷を停止いたしましたことなどから、株主の皆様をは
じめ関係者の皆様方に多大なご迷惑とご心配をおかけいたしておりますことを
改めて深くお詫び申し上げます。
　　その後、判明した不備への是正を図りつつ、必要な是正措置が完了した一部
の滅菌設備の稼働を再開し、出荷を停止いたしておりました製品の一部につき
平成27年11月2日より出荷を再開いたしました。

　今後は、現在稼働停止中の滅菌設備も必要な是正措置が完了次第、順次稼働
と出荷を再開する予定です。なお、エチレンオキサイドガス（EOG）滅菌設備の
稼働再開にあたっては、無菌性の試験を外部検査機関に委託し、安全性をより
客観的に担保可能な体制に変更いたしました。
　　上記に加え、平成27年10月21日付け「取締役の役職異動、組織変更及び人事
異動に関するお知らせ」にありますとおり、品質保証体制強化のため品質保証室
室長を社長が一時的に兼務するとともに、社長室を新たに創設して品質管理
体制の一層の強化にあたっております。今後、社内の品質管理関連の手順見直し
や従業員への教育訓練の一層の強化により再発防止と品質の向上に努めてまい
りますので、何卒ご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　 敬　具

代表取締役社長執行役員　後藤　朋弘

当社滅菌医療機器の回収及び出荷停止に関するお詫び

２

業績概況

　当社第86期中間期（平成27年4月1日から平成27年
9月30日まで）を終了いたしましたので、業績の概況
並びに主要事項をご報告申し上げます。

Ｑ

Ａ

　下半期につきましては、品質管理体制の再構築を最優
先で実施いたします。また製品回収によりご迷惑をおか
けいたしましたお客様からの信頼を一日でも早く取り
戻すことができるよう全社一丸となって取り組んで参り
ます。
　さらにこれまで推し進めてまいりました構造改革の
歩みを緩めることなく進め利益確保を目指して参ります｡
　株主の皆様には、大変ご心配をおかけいたしますが、
今後ともご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

　当社の当中間期の業績は、売上高は142億66百万円(前年
同期比0.7%減少)、営業利益は１億８百万円(前年同期は
４百万円の営業損失)、経常利益は91百万円(前年同期は
５百万円の経常損失)、四半期純利益は５億64百万円(前年
同期は５億24百万円の四半期純損失)となりました。

Ａ
通期の展望につきましては、当社滅菌製
品の自主回収に伴う業績への影響を慎重
に精査しております。確定次第速やかに
開示いたします。

通期の展望と下半期の重点施策をお話し
下さい｡

Ｑ 中間配当はいかがお考えでしょうか｡

Ｑ 当中間期の業績はいかがだったでしょうか｡

中間配当に関しては当初の予定通り見送
りとさせて頂きます。

Ａ
売上高は前年並みでしたが、固定費削減
を進めたこと及び埼玉工場を売却したこ
とで純利益は大幅に増加いたしました。
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中間財務諸表

中間貸借対照表 （単位：千円）

前中間期
（平成26年9月30日現在）

流動資産
固定資産
　　有形固定資産
　　無形固定資産
　　投資その他の資産
資産合計
流動負債
固定負債
負債合計
株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　　　資本準備金
　　利益剰余金
　　　　利益準備金
　　　　その他利益剰余金
　　　　　配当引当積立金
　　　　　別途積立金
　　　　　繰越利益剰余金
　　自己株式
評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金
純資産合計
負債及び純資産合計

16,538,498
2,242,960
1,157,280
84,057

1,001,622
18,781,459
7,422,387
6,939,107
14,361,494
4,126,922
883,000
1,192,597
1,192,597
2,125,587
86,100

2,039,487
5,000

1,000,000
1,034,487
△ 74,261
293,042
293,042
4,419,964
18,781,459

15,617,168
4,413,162
3,309,721
74,330

1,029,110
20,030,331
7,862,683
7,771,806
15,634,489
4,190,938
883,000
1,192,597
1,192,597
2,119,023
86,100

2,032,923
5,000

1,000,000
1,027,923
△ 3,681
204,902
204,902
4,395,841
20,030,331

15,346,177
2,933,957
1,809,593
74,435

1,049,929
18,280,135
7,280,150
7,112,224
14,392,374
3,591,383
883,000
1,192,597
1,192,597
1,590,027
86,100

1,503,927
5,000

1,000,000
498,927
△74,241
296,376
296,376
3,887,760
18,280,135

当中間期
（平成27年9月30日現在）

前　　期
（平成27年3月31日現在） ①流動資産

流動資産は165億38
百万円で前事業年度末に
対して11億92百万円増
加いたしました。「現金及び
預金」が5億48百万円増
加、「受取手形」・「電子記
録債権」・「売掛金」が5億
87百万円増加したことが
主な要因です。

①
②

③
④

②固定資産
　固定資産は22億42百
万円で前事業年度末に対
して6億90百万円減少い
たしました。有形固定資産
で、「建物」が1億80百万
円減少、「土地」が4億62
百万円減少したことが主な
要因です。
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③流動負債
流動負債は74億22百

万円で前事業年度末に対
して1億42百万円増加い
たしました。「支払手形」・
「買掛金」が62百万円減
少、「短期借入金」・「１年
内返済予定の長期借入
金」が2億49百万円増加、
「未払金」が84百万円
減少したことが主な要因
です。

④固定負債
固定負債は69億39百

万円で前事業年度末に
対して1億73百万円減少
いたしました。「長期借入
金」が2億2百万円減少し
たことが主な要因です。
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中間損益計算書 （単位：千円）
前中間期

平成26年4月1日から
平成26年9月30日まで

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益又は営業損失(△)
営業外収益
営業外費用
経常利益又は経常損失(△)
特別利益
特別損失
税引前四半期純利益又は税引前四半期(当期)純損失(△)
法人税､住民税及び事業税
法人税等調整額
四半期純利益又は四半期(当期)純損失(△)

14,266,760
11,842,319
2,424,440
2,316,282
108,158
38,108
54,727
91,539
527,647
40,680
578,506
30,372

△ 16,403
564,537

28,445,881
23,463,813
4,982,067
4,915,213
66,853
72,473
95,853
43,473
321,937
1,190,119
△ 824,708
16,124
212,584

△ 1,053,417

（ ）
当中間期

平成27年4月1日から
平成27年9月30日まで（ ）

前　　期
平成26年4月1日から
平成27年3月31日まで（

前中間期
平成26年4月1日から
平成26年9月30日まで

△ 618,892
1,153,978
10,496
3,997

549,579
3,051,305
3,600,885

14,368,597
11,768,823
2,599,774
2,604,069
△ 4,295
43,082
44,742
△ 5,955
124,256
525,874

△ 407,573
10,242
106,606

△ 524,422

1,815
942,305

△ 1,342,502
3,120

△ 395,261
1,643,740
1,248,479

△ 48,894
3,518,241

△ 2,074,028
12,246

1,407,565
1,643,740
3,051,305

（ ）
当中間期

平成27年4月1日から
平成27年9月30日まで（ ）

前　　期
平成26年4月1日から
平成27年3月31日まで（

）

）

中間キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高

株式の状況（平成27年9月30日現在）

大株主（平成27年9月30日現在）

発行可能株式総数………
発行済株式の総数………
株主数…………………………

株式会社TK
川本　武
カワモト取引先持株会
株式会社みずほ銀行
株式会社三菱東京UFJ銀行
株式会社ヘルスケア・キャピタル
株式会社りそな銀行
川本　洋之助
川本社員持株会
第一生命保険株式会社
川本　佐栄子

600
296
276
249
249
240
175
170
165
100
82

10.4
5.1
4.8
4.3
4.3
4.1
3.0
2.9
2.9
1.7
1.4

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

※１．持株比率は自己株式（204,283株）を控除して計算し
　　　ております。
　２．持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。

16,000 ,000株
6,000,000株

2,131名1株当たり中間(当期)純利益

100.00

50.00

0

△50.00

△100.00

△150.00

△200.00

（円）

第84期 第85期 第86期中間

通期 中間期

97.40

中間(当期)純利益

600

300

0

△300

△600

△900

△1,200

（百万円）

第84期 第85期 第86期中間

通期 中間期

564

71

59

11.90

9.91

△1,053

△524

△177.81

△87.52
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トピックス

　多くの医療・介護現場の声をカタチにした「マウスピュア®」
シリーズは販売開始から15年が経過しました。いち早く口腔
ケア製品の開発に着手し、ラインナップを充実させたことで、
今では大学病院をはじめとした多くの医療・介護施設でご使用
頂いております｡「マウスピュア®」シリーズの販売を通じ、
病気の予防やQOL（クオリティ・オブ・ライフ）の向上に寄与
して参ります。

口腔ケアが大切な理由

　口腔内が汚れていたり、乾燥していると、細
菌が繁殖しやすくなり、歯周病や虫歯などの口
腔疾患のリスクが高まります。また、口腔内の
細菌が肺炎・心疾患などの全身疾患へと影響を
及ぼすケースもあります。口腔内を清潔に保つ
ことは、身体の健康を保つことに繋がります。

口腔環境の
改善

口腔ケア

喜び 食事

健康 栄養

食生活の
改善

病気の
予防

身体機能の
向上

コミュニ
ケーションの
向上

「マウスピュア®」は川本産業株式会社の口腔ケアシリーズの登録商標です。

お口の をトータルサポート！保湿 清掃 リハビリ
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● お口の汚れをやさしく拭き取れます。
● 乾燥したお口にも使いやすい保湿成分配合・ノンアルコールタイプです｡
● 丈夫な不織布で破れにくいです。

● 液の拡散性が良く、口腔内にまんべんなく広がるので、手軽に保湿ケアが
　 出来ます。
● ノズル付きで、スプレーの方向がわかりやすいです。
● 誤嚥しにくいよう、液に適度な粘性をつけています。

かんたんワンプッシュ
飽きずに使える ほのかな甘味

ウエットタイプで簡単清掃
お口さっぱりレモン風味

口腔ケアスプレー

口腔ケアウエットガーゼ

ネバつく汚れも
キレイに取れる

瞬時にうるおい

注 目 製 品


